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吉川友子後援会報 

 

所属会派、委員会など 

 今期佐久市議会は 4会派でスタートしました。私は引き続き「新政ネ

ット」に所属し、会計を担当することとなりました。今まで通り、活発

な意見交換、議論をしていく会派でありたいと思います。 

■常任委員会では 

 総務文教委員として、総務、企画、教育などに取り組んでいきます。 

■特別委員会では 

 広報広聴特別委員長としてより開かれた議会を目指していきます。 

■また、今期から始まった総合交通対策特別委員会の委員として、高速

や幹線道路以外にも、よりよい公共交通の研究を進めていきます。 

■一部事務組合では 

 川西保健衛生施設組合議員（川西地区のし尿処理やごみ、川西赤十字

病院の運営補助など） 

 北佐久郡老人福祉施設組合議長（佐久良荘） 

として、今まで取り組んできた地元のことに、より深く関わっていきた

いと思います。 

ご支援ご協力をいただいたみなさま。 

大変お世話になりました。今回は望月地域から 5 人の立候補と

なり、厳しい選挙でしたが、再度議員として活動させていただくこ

ととなり、本当にありがたいです。同時に期待を背負った大きな責

任を感じております。この間、多くの世代のみなさんと接すること

ができ、様々なお話を聞くことができ、それをこれからの活動に活

かしていきたいと思います。 

母親として、女性として、一市民として、私たちの生活が豊かな

ものになるよう、未来を担う子どもたちが誇って「ふるさと」と呼

べる佐久市になるよう、みなさまと一緒に考え行動していきたいと

願っております。 

 どうか、これからもご指導の程よろしくお願いします。 

 

佐久市議会議員 吉川友子 

 

 原発に関する講演会に５００人以上が参加 

5 月 27 日に佐久平交流センターにて、元京都大学原子炉研究所助教

の小出裕章先生に講演していただきました。危険を知り、細心の注意を

図りながら原子力と向き合ってきた先生だけに、お話に説得力がありま

した。福島の事故により、広島原爆の 1000 倍以上ものセシウムがバラ

まかれました。また、生活のスタイルを変えて、節電の生活をすること

により、必要な電力も減ってくる、消費者として意識すべきだと話され

ました。小出先生は、原発事故はすべての大人に責任があり、まったく

の被害者は子どもたちだと言います。その子どもたちのために、小出先

生は活動されています。 

 今回の講演会は参加して下さった方はとても多く、余剰金が出たの

で、小出先生の著書を図書館に寄贈させていただきました。講演会に参

加された方も参加できなかった方も、小出先生の本を読んだり、講演の

DVDを見たりすることができます。先生のおかげで、今一度原発や電気

の大量消費について考える機会を与えていただいたことに感謝です。 

      

 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 

■みなさまのお力をいただいて２期目を務めさせていただくことになり、

後援会報にも新しい名前を付けてみました。どうでしょうか。 

■すべての人たちを「友」として、「愛」をもって活動したい。そして友は

ユー（あなた）、愛はアイ（わたし）。あなたと私の会報にしていきたいとい

う願いです。 

お詫びと訂正■会報 19号（前号）で人口増減の表の内、平成 17年の人口

浅間は 27,758、野沢は 18,045でした。訂正してお詫びします。 
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仲間からの言葉 

友子さんの選挙応援は、後援会や共に応援する仲間たちとひとつ

のモノを作り出す共同作業の様で、とてもワクワクします。それぞ

れが「友子さんの当選！」という同じ目標に向かって自分の出来る

ことをする、力の結晶のようです。 

 「選挙カーのウグイス嬢は二人でやってもらいましょう。」と提

案したのは私ですが（この件で色々な方々にご迷惑をお掛けするこ

とになってしまい本当にごめんなさい）、実際にやってみると疲れ

てくると口も頭も回らなくなって、何を言っているのか分からなく

なってきました。そこで、翌日から出来る範囲で 3人体制をとお願

いしたところ、それが即実現しました。皆が力になりたいと思って

くれているんですね。感動しました。 

 その姿を見て、当選後「私に出来ることは無いかな？」と考えて

いたら、主人が「ピザ焼くか！」と提案してくれたので、それは名

案！と友子さんにピザソースを頼んで（選挙が終わったばかりでお

疲れの所、友子さんには無理なお願いをして、これもごめんなさ

い。）皆さんにピザを食べてもらおうと計画しました。 

 当日、お手伝いをしてくれたのが私の友人二人と沢山の子どもた

ち。お礼を言い忘れてしまいましたが、生地作りから配膳までお手

伝いありがとう！ 

この子たちも遠くない将来有権者です。次回の選挙では私の息子

も有権者になります。3世代で応援してくれるご家庭もこれからど

んどん増えていくでしょう。これが吉川友子後援会の揺るぎない力

だと思います。 

 私ごとですが、友子さんのお陰で、保育園での同時入所が無くて

も 3 人目以降保育料軽減にあやかり（現在は無料）、又、遠距離通

学の中学生のスクールタクシーが実現しました。中学生は自力で登

校が当たり前だった協西区では夢のようです。 

 友子さんは私たちが当たり前だと感じている不便さにメスを入

れてくれます。当たり前だからなかなか気付かないけれど、皆さん

も不便なことは友子さんに相談してみては？ 

不便さが取り除かれれば、望月地区は子育てには最高の場所だと

思います。大地と共に四季を肌で感じ、感性豊かな愛ある人を育て

ることがこれからの日本に必要な事ではないでしょうか。 

 友子さん、これからも頑張って下さいね！！ みんな応援してい

ます！！         

佐久市協和 清水 千恵子 

                 

 

（後援会内部資料） 

 



 
  

第
一
回
定
例
議
会
が
６
月
３
日
か
ら
６
月
２９
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登
壇

し
ま
し
た
。 

学
校
に
お
け
る
政
治
教
育 

（
吉
川
）
若
者
の
政
治
離
れ
は
世
界
中
で
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
率
の
低
さ
か
ら
関
心
や
期

待
の
な
さ
を
解
決
す
る
に
は
、
や
は
り
教
育
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
佐
久
市
に
お
い
て
は
、
学
校
教

育
に
お
け
る
政
治
教
育
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
荒
井
学
校
教
育
部
長
）
小
学
校
に
お
い
て
は
、
修

学
旅
行
に
お
け
る
国
会
議
事
堂
見
学
、
税
務
署
の

出
前
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
模
擬

選
挙
や
生
徒
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。 

社
会
教
育
に
お
け
る
政
治
教
育 

（
吉
川
）
市
民
が
政
治
に
参
画
す
る
こ
と
は
民
主

主
義
の
基
本
で
す
。
教
育
基
本
法
に
あ
る
「
良
識
あ

る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養
」
を
高
め
る

た
め
に
、
佐
久
市
で
は
社
会
教
育
に
お
い
て
政
治

教
育
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
。 

（
荻
原
社
会
教
育
部
長
）
教
育
基
本
法
12
条
１
項

に
お
い
て
、「
個
人
の
要
望
や
社
会
の
要
請
に
応
え
、

社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
は
国
及
び
地
方
公

共
団
体
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
、
政
治
教
育
に
つ
い
て
は
同
法
14
条

１
項
に
お
い
て
、「
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な

政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
吉
川
議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

で
は
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
教

養
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
社
会
教
育

に
お
い
て
、
社
会
問

題
に
触
れ
る
と
必
ず

現
実
の
政
治
の
問
題

に
触
れ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
。
戦
争
や

平
和
の
問
題
、
防
衛

の
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
問
題
、
世
論
が

二
分
し
て
い
る
も
の

ば
か
り
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
学
び
、
議
論
し

て
こ
そ
政
治
教
育
が
成
り
立
ち
、
教
育
基
本
法
に

あ
る
政
治
的
教
養
が
尊
重
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
教
育
委
員
会
や
公
民
館
が
率
先
し
て
、

政
治
教
育
の
場
を
整
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

社
会
教
育
に
お
け
る
政
治
的
中
立
性 

（
吉
川
）
全
国
的
に
は
今
、「
政
治
的
中
立
」
と
い

う
名
目
で
後
援
を
承
認
し
な
い
ケ
ー
ス
や
、
美
術

作
品
の
展
示
拒
否
、
俳
句
を
公
民
館
だ
よ
り
に
掲

載
し
な
い
な
ど
の
問
題
が
起
き
、
訴
訟
に
ま
で
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
社
会
教
育
の
専

門
家
で
構
成
す
る
社
会
教
育
学
会
で
は
、
こ
う
し

た
ケ
ー
ス
を
大
変
重
要
な
問
題
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
自
主
的
に
企
画
し
て
い
る
講
演
会
な
ど
は
個

人
の
資
金
や
労
力
を
使
い
活
動
し
て
い
る
た
め
、

市
や
教
育
委
員
会
の
後
援
を
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
信
頼
性
や
広
報
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

の
で
す
。
市
民
に
対
す
る
公
平
中
立
と
は
、
い
か
な

る
市
民
に
対
し
て
も
意
見
表
明
、
表
現
の
機
会
を

平
等
に
与
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

講
演
会
で
の
後
援
取
り
消
し
に
つ
い
て 

（
吉
川
）
５
月
27
日
に
行
わ
れ
た
小
出
裕
章
先
生

の
原
発
に
関
す
る
講
演
会
は
、
京
都
大
学
で
研
究

さ
れ
て
き
た
先
生
の
知
識
に
基
づ
き
、
原
発
の
仕

組
み
や
放
射
能
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
で
し
た
。
佐

久
市
教
育
委
員
会
が
こ
の
講
演
会
の
後
援
を
承
認

し
、
講
演
間
際
に
な
っ
て
後
援
を
取
り
消
し
た
こ

と
は
報
道
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
方

が
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
と
す

れ
ば
、「
多
様
な
情
報
を
知
り
、
学
習
す
る
機
会
が

制
限
さ
れ
た
」
と
感
じ
ら
れ
、
非
常
に
残
念
で
し
た
。

社
会
教
育
法
12
条
で
は
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
に
対
し
、
い
か
な
る
方
法

に
よ
っ
て
も
、
不
当
に
統
制
的
支
配
を
及
ぼ
し
、
又

は
そ
の
事
業
に
干
渉
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。 

 

市
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。
今
回
の
後
援
申
請
の

際
に
提
出
し
た
企
画
書
に
は
「w

e
 lo

v
e
 

原
発
の

な
い
世
界
」
と
書
い
て
あ
り
、
世
界
中
が
原
発
に
頼

ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
中
で
、
放

射
能
や
原
発
の
し
く
み
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
教
育
委
員
会
は
後

援
を
承
認
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
情
報
公
開

と
い
う
意
味
で
も
市
の
事
業
の
み
で
な
く
、
私
た

ち
に
影
響
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
様
々
な
情
報

に
触
れ
る
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
開
か
れ
た

情
報
公
開
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長
は
政
治
家

と
し
て
、
ご
自
分
の
意
見
を
言
え
る
立
場
な
の
で
、

「
政
治
的
中
立
」
に
つ
い
て
の
今
の
お
考
え
と
今

回
後
援
取
り
消
し
と
な
っ
た
小
出
先
生
の
お
考
え

に
つ
い
て
市
長
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
栁
田
市
長
）
今
回
の
講
演
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

自
由
な
活
動
を
保
障
す
る
、
ど
う
い
う
考
え
を
お

持
ち
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
や
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
市
が
管
理
し
て
い
る

公
園
や
建
物
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
か
け
る
べ
き
で
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
後
援
と
い
う
形
に
な
り

ま
す
と
、
後
ろ
盾
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
様
々
な
学
習
の
機
会
の
提
供
は
重
要
で
す
が
、

後
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
も
の
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
の
戸
惑
い
も

感
じ
ま
す
。
後
援
を
す
る
に
し
て
も
、
し
な
い
に
し

て
も
大
変
難
し
い
問
題
か
な
と
思
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
私
は
生
涯
学
習
課
や
公
民
館
が
主
催
し

て
で
も
、
そ
う
い
っ
た
学
習
会
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
認
識
の
問
題
で
も
、
憲
法
の

問
題
で
も
、
教
育
委
員
会
や
公
民
館
は
市
民
が
学

習
す
る
場
を
提
供
す
る
所
で
す
の
で
、
私
は
後
援

や
主
催
を
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
生
涯
に
わ
た
り
主
体
的
・
創
造
的
に
学
び
、

生
き
る
力
を
育
む
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
を
教

育
大
綱
の
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
る
佐
久
市
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
社
会
教
育
の
大
切
さ
を
も
う
一
度

確
認
し
、
市
役
所
内
外
で
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
教
育
主
事
に
つ
い
て 

（
吉
川
）
社
会
教
育
主
事
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
社
会
教
育
法
第
９
条
の
２
で
は
、
都
道
府
県
及

び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
事
務
局
に
社
会
教
育

主
事
を
お
く
、
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
佐
久
市
の

生
涯
学
習
課
及
び
公
民
館
に
は
何
人
社
会
教
育
主

事
の
有
資
格
者
が
い
て
、
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

（
荻
原
社
会
教
育
部
長
）
現
在
、
社
会
教
育
部
の
生

涯
学
習
課
及
び
公
民
館
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
社

会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
す
る
職
員
は
、
再
任
用

職
員
を
含
め
て
中
央
公
民
館
に
三
名
い
ま
す
。
中

央
公
民
館
に
在
籍
し
て
い
る
一
名
の
職
員
は
通
常

業
務
に
合
わ
せ
て
各
地
区
館
と
の
運
営
調
整
、
各

種
講
座
や
学
習
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
者
と
し
て
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
で
の
労
働
状
況
に
つ
い
て 

学
校
の
先
生
方
の
労
働
状
況
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で
こ
こ
で
は
省
略
し
ま

す
。「
部
活
動
の
指
導
員
導
入
」
に
つ
い
て
は
強
く

要
望
し
ま
し
た
。 

 

望
月
地
区
に
関
す
る
市
長
公
約
に
つ
い
て 

１
、
望
月
高
校
の
存
続
に
力
の
結
集
を 

（
吉
川
）
市
長
選
挙
の
際
に
配
ら
れ
ま
し
た
市
長

の
公
約
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
望
月
高
校
は

望
月
地
域
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
切
な
存
在
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
第
６
通
学
区
に
お
い
て
も
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
学
校
で
す
。
白
馬
村

や
立
科
町
の
よ
う
に
佐
久
市
も
市
と
し
て
望
月
高

校
の
存
続
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
、
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
、
長
者
原
地
区
で
の
農
業
支
援 

（
吉
川
）
長
者
原
地
区
に
お
け
る
農
業
支
援
に
つ

い
て
で
す
が
、
公
約
に
は
「
将
来
的
に
も
安
定
し
た

産
地
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
支
援
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
あ

り
ま
す
、
さ
ら
な
る
支
援
と
い
う
の
は
具
体
的
に

ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
佐
藤
経
済
部
長
）
長
者
原
地
区
は
、
生
産
さ
れ
る

キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜
な
ど
の
高
原
野
菜
が
「
ま
る
つ

き
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て

お
り
、
高
原
野
菜
の
生
産
地
と
し
て
大
変
重
要
な

地
区
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
機
農
業
に
よ

り
、
都
内
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
等
と
直
接
取
引
を

す
る
農
業
者
の
方
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
市
長
自

ら
出
向
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
安
定
し
た
産
地
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
土
づ
く
り
用
の
堆
肥
の
中
間
貯
蔵
施

設
や
、
か
ん
水
、
消
毒
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
の
水

タ
ン
ク
の
施
設
改
修
、
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
も

地
域
の
皆
様
の
要
望
を
う
か
が
い
な
が
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
中
石
堂
の
道
路
整
備
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
粘
り
強
い
要
望
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
枝
分
か
れ
し
て
い
る
道
路

は
狭
く
、
最
近
の
大
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
入
れ

な
い
、
そ
れ
が
原
因
で
使
い
た
い
畑
も
使
え
な
い
、

と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
か
ん
水
施
設
の

整
備
も
現
場
の
農
家
と
話
し
合
っ
て
、
計
画
実
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
、
川
西
赤
十
字
病
院
へ
の
運
営
費
補
助 

（
吉
川
）
川
西
赤
十
字
病
院
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
も
含
む
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
４

床
増
や
し
、
17
床
に
す
る
な
ど
経
営
改
善
に
努
め
、

平
成
28
年
度
の
稼
働
率
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が

92.7
％
、
療
養
病
床
は
93.1
％
と
、
常
に
満
床
状
態
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
病
床
単
価
な
ど
も
考
え
な
が

ら
改
良
し
て
い
っ
た
結
果
、
入
院
収
入
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
単
年
度
の
黒
字
化
に
は
苦
労
し
て
い

ま
す
。
病
院
や
職
員
は
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
経
営
が
き
び
し
い
の
は
制
度
上
の

問
題
で
す
。
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
よ
り
支
出

し
て
い
る
運
営
補
助
の
期
限
は
今
年
度
ま
で
と
な

り
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
も
継
続
す
る
よ
う
、
こ
こ

で
確
認
い
た
し
ま
す
。 

（
栁
田
市
長
）
川
西
赤
十
字
病
院
は
川
西
地
域
に

お
い
て
唯
一
の
公
的
医
療
機
関
と
し
て
望
月
地
域

を
中
心
に
多
く
の
皆
様
が
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
以
降
の
財
政
支
援
で
す
が
、

川
西
赤
十
字
病
院
が
今
後
も
引
き
続
き
存
続
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
と

川
西
赤
十
字
病
院
が
相
互
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

経
営
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に

は
川
西
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
昨
年
９
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
常
勤
の
先
生
は
訪
問
診
療
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 

 

 


